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研究プロジェクト 

年度 学会等活動⼀  

 

⼦ 所⻑  

本 学会 集 、 本 リカ 学会 ・ 集 、 本 リカ 学会
、 本 リカ学会、 ⼤学改 ・学 授 機構 学 査会  

 

申 教授  

International Political Science Association、American Political Science Association、European Conference on Gender 

and Politics、International Association for Feminist Economics、 本 学会 研究会 ジェンダーと
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ジェンダー・⼦ 学会 Salasika 査  

 

ジェンダー2020事業報告書cc2018.indd   41 2021/09/09   12:24:05



国 ン ジ ー 

 

 2020 年度 ン ジ ー概要────────────── 

的 ン を ン ン  
 2020 年度は新型コロナ感染 ⼤のため、イ ントはオンラインでの開催を なくされた。しかしジ
ェンダー研究所が ってきた国際研究交流の実 に き、国際シンポジウムを 2 開催することがで
きた。⼀つは ルウェー 学 ⼤学ジェンダー研究セン ーとジェンダー研究所の国際 同研究プロ
ジェクト INTPART-IGS プロジェクト の⼀ として、 ルウェーのジェンダー 等の り を 的
に した 等国 ルウェーの クセスストーリー 。もう⼀つは、ジェンダー研究所が イの

ジ ⼤学 ⼤学 AIT と 携して 2001 年から実施している国際教育プログラム AIT ワークシ
ョップ が 20 年 を えることを し、その を える 開 ・教育・ジェンダー である。さら
に研究所所 の研究者らは、各 の の研究成果と国際的な ットワークを⽣かし、 進的で多

な ー のセミナーを 10 、 ・コーディ ートし、 性の⾼い と を った。 

オンライン開催であったことから、国内外から例年を える多数の 者を えることができ、国内
外の研究 ットワークの構 とジェンダー研究の に することができたといえる。 

 ン ジ  
ン   

国際 ン ジ （ ジェ ） 

The Egalitarian Norway: Scrutinizing the ‘Success Story’ 
等国 ルウェーの クセスストーリー  

45  

国際 ン ジ  
ワークショップ 20 年 シンポジウム 

開 ・教育・ジェンダー 
Development, Education, and Gender 

48  

 ー 
ン   

ー（ ー ） 

Data Reporting as Care Infrastructure: Feminist Approaches to ART Registries 

のインフラストラク としての デー  
⽣ の 果登 に対するフェミ スト プロー  

51  

ー 

国移 理 ジーム下でのトランスナショナルな 会 間の  
シコ 移 と のジェンダー された 的 に して 53  
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 ー 
ン   

ー（ ー ） 
Family Building by Donor Conception and Donor-linking 

精⼦・ ⼦による くりとドナーリン ング 者 し  55  

ー 
ージ ・ウルフのフェミ ム 

代 本との  
 

57  

ー 

事 の国際 会学 を  
59  

ー（ ー ） 

⽉ 教育と⼥性の⽣ の  
 

62  

 

ー（学 ） 
ダナ・ ラウェイのフェミ ム 
 64  

ー 

リ ンにお るフランス  
バーク  ウルストンクラフト 66  

ー 

インド シ で 事 者を すること 
Organizing Domestic Workers in Indonesia 68  

ー 

Gender Matters㸸Being a Foreign Academic in Japan 
本の⼤学にお る外国 ⼥性教 の イデン ィ ィ理 ジェンダーの

点から 

70  
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主催 研究会 

イ ント名  

研究会 

研究 ⼒ 研究 会 
72  

 
催イ ント 

イ ント名  

⽯井クンツ昌⼦名誉教授  

私のポジ ィ 会学 
の研究・教育⽣活 74  

 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

▶ 2020 年度 ン ジ ─────────────── 

ン ジ ジェ  
       

（ 国 ェーの「 スス ー ー」） 
 

時 2020 年 11 ⽉ 30 ⽉ 17:00~18:30 本時間  

会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

調  

プリシラ・リングロー ルウェー 学 ⼤学教授  

ディスカッ ント  

⼦  IGS 所⻑／お茶の⽔⼥⼦⼤学教授  

デ ク お茶の⽔⼥⼦⼤学国際教育セン ー／グローバルリ
ーダーシップ研究所  

パ リスト  

グロ・コース ス・クリス ンセン ルウェー 学 ⼤学教授  

シリ・ イス ・ ンセン ルウェー 学 ⼤学教授  

会 IGS 任リ ー フェロー  

開会  

イン ・M・W・ ー ル ルウェー⼤  

佐々⽊泰⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学理事・副学⻑、グローバル⼥性リーダー育成研究機構⻑  

閉会  

⽯井クンツ昌⼦ INTPART プロジェクトお茶⼤代 、IGS 研究 、お茶の⽔⼥⼦⼤学名誉教授、
教⼤学 任教授  

主催 ジェンダー研究所 

後 ルウェー⼤  

⾔ 同時通  

者数 110 名 

 

 ルウェーは ともに める 等 進国である。 本を めジェンダー 等国際指 ラン ング
の が続く国々は、 ルウェーから学 く、その 策 度の研究を進めている。しかしその⼀

で、 ルウェーのジェンダー研究者たちは、その クセスストーリー を 的に し、 等主
という国 的理 の で⾒過ごされている みに を向 た を進めている。 ルウェーと 本の
ジェンダー研究者の対 から、これからのグローバル 会がめ す きジェンダー 等のあり を る。 

  

44
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国 ン ジ ー 

 

開催  

2020 年 11 ⽉ 30 ⽉ 国際シンポジウム 等国 ルウェーの クセスストーリー がオンライン
開催された。本シンポジウムは、IGS が ルウェー 学 ⼤学 NTNU のジェンダー研究セン ーと 同
実施している INTPART プロジェクトの⼀ である。開会 では、 ルウェー⼤ の ー ル⼤ 、本
学の佐々⽊副学⻑より、プロジェクトについての や成果に対する期待が られた。 

NTNU のプリシラ・リングロー 教授による 調 の イトルは ルウェーのジェンダー 等
進 とパラドクス 。国 フェミ ムを 進し、 国が とするようなジェンダー 等 ルを
成している ルウェーにも、まだ解決に向 た取り みを必要とする課題は なから あり、また、ジ
ェンダー 等 成の過 で⽣ た新しい課題もある。 

ルウェーが理 とする 形態は、 の がフル イムの 事を ちかつ同等に⼦育てに携わる、デ
ル・ ラー・デ ル・ワーカー・ デルである。⼥性の就 は 75 で 本は 70.9 、⼥性の所

は 性の 86 と所 は ない 本は 74.3 。 の育 取 は 70 本は 7.48 。 事
に やす時間は⼥性が 1 3 時間 47 であるのに対し 性は 2 時間 22 本は⼥性が 3 時間 28 、 性
44 であることから、就 や 事の でのジェンダー 等はかなりの 成度 いである。 

そして、 ルウェー国内では、さらなるジェンダー 等が されている。 ⼥の就 状況をよくみ
ると、⼥性は 、 性は 間 というジェンダー が する。また、 についても、⼥性
は教育、 、 に多く、 性は 、 、 に多い。同 の傾向は、⼤学の
の いにもみられる。⼤学は、もともと ⼦学⽣が多い 学 のコースに⼥⼦学⽣を やす ⼒をする
などし、⼀定の成果を上げてきている。しかし、それとは に、もともと⼥性が多い に 性が を

み⼊れる例は、あまり多くないのが実 である。 

ルウェーの き の デルの には、⼥性移 事 者の による、 的かつ
的な 業の ⽣ というパラドクスが する。 年、移 の⼀ をなす となっている

のが、 ルウェーの で くクリーナーや、 み みで⼦どもの世 や 事を⼿ うオー である。
この⼥性 者たちが、 ながらの⼥性の 事を ってくれるおかげで、 ルウェーが理 とする

デルが実 されているのだ。この新しい が、新たなジェンダー 、 を⽣ させ
ているといえる。 

19〜20 世 にか て、 ルウェーは、国内の 数 に対して、 的かつ 的な同 策、 ル
ウェー 策を実施した。21 世 に⼊り、 はこの 策が グループおよび におよぼした影
響を調査する 会を ち上げた。過 の ルウェー 策を し 解を進める動きである。しかし
その⼀ で、 年の移 イ リ ィに対し、 ルウェー が する や 会 に同 するこ
とを期待する がある。いわ 、新しい ルウェー 要 である。ここには なパラドクスがあ
ると、リングロー は指 する。 ルウェーの 等主 の前では、 の 、 にイスラム教国など

以外の国の 者の は っているとみなされるのだ。 

リングロー の 調 を て、ディスカッ ントの ⼦ IGS 所⻑／お茶の⽔⼥⼦⼤学教
授からは、 ルウェーが実 した 度的・ 的な 会 に 点を当てたコ ントが られた。 

ルウェーは、国 の 思決定への ⼥ 等の クセスを 調する国 フェミ ムを て、今 の
40 の⼥性 を 成している。これに対して 本の衆 の⼥性 は 9.9 。このような

にお る⼥性の代 性の さが、例え 、 的 の など、⼥性の不利 を解 する
ための 度策定の に、⼥性の が されない となっている。また、数 ない⼥性 の

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

中には、 性 の を代 するような ⾔をする者も まれているという難しさもある。さらに
は、 度だ では 会 を こすには ではない。 は、⼿ い育 業 度が するにも
関わら 、 本にお る 性の育 業取 が い⽔ に まっているのは、 事・育 は⼥性の 事
であるという がいまだに 会で広く されているという、 的な課題に すると指 した。 

を研究する は、 ルウェーの イプセンが 1879 年に した 形の を例
に、 ルウェーのジェンダー の の を した。 形の に かれているのは、当時の
ルウェーの ⻑ 的なジェンダー で、それは今 の 等に重点をおくジェンダー とは⼤きく

なっている。ここから、 ルウェーにおいて 的な があったことは らかである。そして、こ
のような 的 は、どのようにしてもたらされたのか という が げか られた。 

続いて デ クお茶の⽔⼥⼦⼤学 からは、 等 と という の いという視点から
のコ ントが られた。 等について える際に重要なのは、 果の 等という の実 であろう
という指 である。そして、国際教育と移 研究に携わる 場から、 本にお る移 のジェンダ
ー状況と⼦どもたちの学 教育にお る課題を した。 

学 場でときおり かれるのは、どの⼦も 等に う、という 等の理 であるが、そこには 果
の 等という の が ている。そのため、 本 指導など な が必要な、移 の⼦
どもたちへの ポートの 実に、学 が 的になることもある。また、 が必要なのは、⼦ども
たちだ ではない。 

外国 の 国の に、 が外で き が で 事・育 を担当するという 的な性
業が く っていると、 本に移 した後も、その形は される。しかし、 は 的な理

から きに ることも多く、 内外の 事という 重の 担が いられることになる。⼦どもたちの
学 教育に関わるのも が中 となるが、 本の学 は 国のそれとは⼤きく なっており、理解
するのが難しい点も多い。⽣ に されるプリントの内容を には理解でき 、学 で必要な を

たせることができなかったり、 事への ができなかったりする。これが で、教 たちから、
教育に関 がないとか、⾮ ⼒的であるとみなされることにもなる。 に を めたら いのかもわ
から 、⼦どもを りにすることになる。このような外国 の や⼦どもが抱える困難の実態につい
ては、 本ではあまり られておら 、研究もまだ進 でいない。 

は、 本は ルウェーから学 ることも多くあると思うが、重要なのは、 本の実 を まえ
た 策や を⾒いだすことであろうと た。 ルウェーの移 が 18.2 であるのに対し、 本
のそれは 2.3 と決して多くはないが、その イ リ ィが している課題にも を向 、解決に取
り ことが、 本が 等国 になる であろう。 ルウェーにお る 等の はどういうもの
か との で、コ ントは めくくられた。 

には、NTNU のグロ・コース ス・クリス ンセン、シリ・ イス ・ ンセンの 教
授が わり、 と からの と 者からの に、 な がなされた。 後に、プロ
ジェクトの 本 代 を務める⽯井クンツ昌⼦教授から、 ルウェーと 本のジェンダー 等状況は⼤
きく なるようにみえるが、改めて 者を⽐較し、 が新たな ⾒をすることが、さらなるジェンダ
ー 等の 進に するであろうという、本シンポジウム の となっているプロジェクトの
が られ、シンポジウムは閉 した。 

担当 IGS 任リ ー フェロー  
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開催  

2020 年 11 ⽉ 30 ⽉ 国際シンポジウム 等国 ルウェーの クセスストーリー がオンライン
開催された。本シンポジウムは、IGS が ルウェー 学 ⼤学 NTNU のジェンダー研究セン ーと 同
実施している INTPART プロジェクトの⼀ である。開会 では、 ルウェー⼤ の ー ル⼤ 、本
学の佐々⽊副学⻑より、プロジェクトについての や成果に対する期待が られた。 
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は 性の 86 と所 は ない 本は 74.3 。 の育 取 は 70 本は 7.48 。 事
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ると、⼥性は 、 性は 間 というジェンダー が する。また、 についても、⼥性
は教育、 、 に多く、 性は 、 、 に多い。同 の傾向は、⼤学の
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2020 年度 
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中には、 性 の を代 するような ⾔をする者も まれているという難しさもある。さらに
は、 度だ では 会 を こすには ではない。 は、⼿ い育 業 度が するにも
関わら 、 本にお る 性の育 業取 が い⽔ に まっているのは、 事・育 は⼥性の 事
であるという がいまだに 会で広く されているという、 的な課題に すると指 した。 

を研究する は、 ルウェーの イプセンが 1879 年に した 形の を例
に、 ルウェーのジェンダー の の を した。 形の に かれているのは、当時の
ルウェーの ⻑ 的なジェンダー で、それは今 の 等に重点をおくジェンダー とは⼤きく

なっている。ここから、 ルウェーにおいて 的な があったことは らかである。そして、こ
のような 的 は、どのようにしてもたらされたのか という が げか られた。 

続いて デ クお茶の⽔⼥⼦⼤学 からは、 等 と という の いという視点から
のコ ントが られた。 等について える際に重要なのは、 果の 等という の実 であろう
という指 である。そして、国際教育と移 研究に携わる 場から、 本にお る移 のジェンダ
ー状況と⼦どもたちの学 教育にお る課題を した。 

学 場でときおり かれるのは、どの⼦も 等に う、という 等の理 であるが、そこには 果
の 等という の が ている。そのため、 本 指導など な が必要な、移 の⼦
どもたちへの ポートの 実に、学 が 的になることもある。また、 が必要なのは、⼦ども
たちだ ではない。 

外国 の 国の に、 が外で き が で 事・育 を担当するという 的な性
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たせることができなかったり、 事への ができなかったりする。これが で、教 たちから、
教育に関 がないとか、⾮ ⼒的であるとみなされることにもなる。 に を めたら いのかもわ
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ては、 本ではあまり られておら 、研究もまだ進 でいない。 
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た 策や を⾒いだすことであろうと た。 ルウェーの移 が 18.2 であるのに対し、 本
のそれは 2.3 と決して多くはないが、その イ リ ィが している課題にも を向 、解決に取
り ことが、 本が 等国 になる であろう。 ルウェーにお る 等の はどういうもの
か との で、コ ントは めくくられた。 

には、NTNU のグロ・コース ス・クリス ンセン、シリ・ イス ・ ンセンの 教
授が わり、 と からの と 者からの に、 な がなされた。 後に、プロ
ジェクトの 本 代 を務める⽯井クンツ昌⼦教授から、 ルウェーと 本のジェンダー 等状況は⼤
きく なるようにみえるが、改めて 者を⽐較し、 が新たな ⾒をすることが、さらなるジェンダ
ー 等の 進に するであろうという、本シンポジウム の となっているプロジェクトの
が られ、シンポジウムは閉 した。 

担当 IGS 任リ ー フェロー  
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ン ジ  
ー 20 年 ン ジ  

ジェンダー 
    

 

時 2021 年 2 ⽉ 1 ⽉ 16:00〜18:00 

会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

 

AIT ワークショップを り って  

井広 IGS 任  

下 ⼦ ジ ⼤学 ⼤学教授  

AIT ワークショップから たもの  

⼤ スコ・ ジ セン ー プログ
ラム・オフィ ー  

ン・ ンフイ ジ ⼤学 ⼤学 課  

 

⼤ ⼦ NPO Gender Action Platform 理事／関 学 ⼤学
策学 教授／ ジェンダー・ ドバイ ー  

コ ント  

⾼ 国際 教⼤学上 教授  

⼤ IGS 教授  

会  

⼦ IGS 任リ ー フェロー  

申 IGS 教授  

主催 ジェンダー研究所 

⾔ 同時通  

者数 77 名 

 

 お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究セン ー ジェンダー研究所 が ジ ⼤学 ⼤学 AIT と
携して始めた国際教育プログラムである AIT ワークショップが、2020 年度で 20 年 となることを

してシンポジウムを開催した。AIT ワークショップを担当した教 や した ⽣らが、20 年に み
を り り、ジェンダー主流 などがご の⼤ ⼦ の とともに、この AIT ワークショップの

を える機会とした。  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

開催  

 2021 年 2 ⽉ 1 、国際シンポジウム 開 ・教育・ジェンダー を開催した。これは、ジェン
ダー研究セン ー ジェンダー研究所、以下、IGS が ジ ⼤学 ⼤学 AIT と 携して始め
た国際教育プログラムである AIT ワークショップが、2020 年度で 20 年 となることを したもので
ある。 

 ま AIT ワークショップを り って と題したコーナーでは、 、AIT ワークショップの
を担当している 井広 お茶の⽔⼥⼦⼤学 IGS から、IGS が主催してきたワークショップのプログ
ラム 要や、年度 の ー 、プログラムの などの を なった。 に AIT の である

下 ⼦ ジ ⼤学 ⼤学 が、AIT と IGS がこのワークショップを実施することで に
だ 20 年を り り、その と成果を した。ま AIT と IGS との関わりの として、このワ

ークショップには 代のジェンダー研究セン ー⻑が関わっていたこと、 ⼤学とも国内初のジェンダ
ー研究・⾼等教育機関であり、⼤学 ⽣同 、あるいは教 との交流が、 なる交流事業にとどまら 、

とバンコクをフィールドにした、研究教育を主眼にした学び いの場としての重要性があったこと
などが された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 に AIT ワークショップから たもの と題したコーナーでは、AIT ワークショップに した 2

名がその と を った。ま ⼤ スコ・ ジ セン ー は、 前の事前
で したフィールドワーク での ⾒をバンコクで実 できたことや、AIT での授業やセ

ミナーで、AIT ⽣や教 との や ⾔で、研究 ー が められたことなどが された。 ン・
ンフイ ジ ⼤学 ⼤学 からは、 でのフィールドワークを中 に、 をし

つつ、 の研究 ー である 性性の研究を められたことが された。 

 ⼤ ⼦ NPO Gender Action Platform 理事 からは、 国際 調にお るジェンダー 等
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〜ジェンダー主流 実 と題した を なってもらった。ま ジェンダー 等と⼥性と ⼥の ン
パワー ントに関する理 の として、国 や世界 ⾔に始まり、1994 年のカイロ ⾔や
1995 年の ⾔ び 動 を て、ジェンダー主流 の動きが われ、MDGs や SDGs に 継が
れていった が 解かれた。 

 ジェンダー 等は、1945 年以 は 的 ・ 的 として、2000 年代には 的な とし
て、2015 年以 は 続可能な として 置 られてきたことから、SDGs での 理の⼀つとしても
ジェンダー主流 が われることになった。さらに⼥性が DV を 性 ⼒から されること、⼥性
が担う に関して がたてられること、⼥性が 思決定の場に することが重要であり、
これらに取り には、 や地 会、学 、 ディ などにお る 会 の 容を めて、
的 的な 度 みをジェンダー主流 という 点から えることが重要であるという。 

 間セク ーの動きとしては、 業が ジェンダー 等と⼥性の ンパワー ントを の に 置
て 主的に取り ことで、 業活動の活⼒と成⻑を 進するための 動指 を⽰すこと を対

とした ⼥性の ンパワー ント 2010 年 が重要であり、そこでは 業トップによるリーダ
ーシップ、 場にお るジェンダー 等、 業 の 、ウェルビーイング、 、 リ
ップのための教育と研修、 プライ ェーン・ ジ ントと ー ィング、 地 での 会
活動、 活動、 進 の 定と の 7 が われている。昨今では、 の として、取

会でのジェンダーバランスなどに関 が せられるようになり、ジェンダー 等への取り みがより
進 できている点も げられた。 

 また UN Women と ILO、EU による WE EMPOWER プログラム では、 間セク ーにお るジェ
ンダー主流 を後 しするナ ッジ ースの ットワーク構 が 指され、そのための DV 対 の
といった 的・ 的な施策と、コロナ下の⼥性への影響と課題に関する研究会が 置されて中⻑期
的な の 策実 も なわれている。また という地 の実 では、 主 の
策 くりの⼀ としてジェンダー ップ解 策定 会が られ、 パビル 能⼒構
および ド カシー 題について を上げる の実 がなされてきたという。 

 に対する コ ント として、⾼ 国際 教⼤学 は、 が主としてトップ ル
に 点を わせていたことへの として、多 な 実に り フィールドワークにお る らの

がいかなるものであるかに を し、⼤ お茶の⽔⼥⼦⼤学 IGS は、開 にお るジェ
ンダー 題などについてセンシ ィ な感性でもって らの研究の プロー や ち 置をしっかり

えることが重要であると指 した。 

 後に、AIT ワークショップの初期から関わっていた申 お茶の⽔⼥⼦⼤学 IGS が、このワ
ークショップの を した閉会 でシンポジウムを めくくった。 

担当 井広 IGS 任  
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▶ 2020 年度 ー ────────────────── 

ー（ ー ） 

     
     

（ の ン ス の ー  
（ ）の に ェ ス ー ） 

時 2020 年 7 ⽉ 16 ⽊ 12:15〜13:45 本時間  
会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

 

ウー・ リン 国 ⼤学教授  

Data Reporting as Care Infrastructure: Feminist Approaches to ART Registries  

あ み 学 ⼤学教授  

会 IGS 任リ ー フェロー  

主催 ジェンダー研究所 

⾔ 本 通  

者数 64 名 

 
 ⽣ にお る デー を 集する 的は 本・ ・ 国でそれ れ なる。 本では、

な の やさらなる の進 を 的としているため、デー の 集 には不 を
る⼥性の ・ の際に こった 題に関する や、 ⽣ の多 や の ⽣ と 的なその
内容の も まれている。しかし と 国では、⽣ の⾼さを国内外に⽰すことが デ
ー 集の⼤きな 的であるため、 ⽣ 数 かりに 点が当てられている。そして ・ 国では⾼
い成 を めて 数 移 が数多く実施されているが、 数 移 による多 や の ⽣ を⽰
す は られていない。3 か国の⽐較を通して のインフラストラク ーとして、 デー
はどう活 される きか、そのある き形が ⽰された。 

開催  
 本セミナーは IGS として初めての みとなるオンライン Zoom Webinar での 開国際セミナーであ
った。 の 間の時間 であったにもかかわら 多くの があった。今 、 を主⾔ とするセ
ミナーであったため、登 者 の 25 は や 国、 リカなど国外からの 者だった。そし
て 通 を てのセミナーだったため、 本の 者からも 的に ⾒や があがった。 
 本セミナーでは、ま National Taiwan University の Chia-Ling Wu が Data Reporting as Care 
Infrastructure: Feminist Approaches to ART Registries という イトルで、 本、 、 国の⽣

の デー の 理等のあり について した。そして Wu のこの研究プロジェクトの 同研
究者でもある 学 ⼤学の あ み が 本の状況について し、その後コ ントを た。ま
た Wu の の 同研究者である 国の June-Ok Ha  国 国 代 研究 も 国から
本セミナーに視聴者として していたため、Ha にも 中から び⼊り してもらい、 本、

、 国をつないでの となった。 
 者の Wu は、フェミ スト的な 研究に いて、 と Ha とともに デー の
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〜ジェンダー主流 実 と題した を なってもらった。ま ジェンダー 等と⼥性と ⼥の ン
パワー ントに関する理 の として、国 や世界 ⾔に始まり、1994 年のカイロ ⾔や
1995 年の ⾔ び 動 を て、ジェンダー主流 の動きが われ、MDGs や SDGs に 継が
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て、2015 年以 は 続可能な として 置 られてきたことから、SDGs での 理の⼀つとしても
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る⼥性の ・ の際に こった 題に関する や、 ⽣ の多 や の ⽣ と 的なその
内容の も まれている。しかし と 国では、⽣ の⾼さを国内外に⽰すことが デ
ー 集の⼤きな 的であるため、 ⽣ 数 かりに 点が当てられている。そして ・ 国では⾼
い成 を めて 数 移 が数多く実施されているが、 数 移 による多 や の ⽣ を⽰
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った。 の 間の時間 であったにもかかわら 多くの があった。今 、 を主⾔ とするセ
ミナーであったため、登 者 の 25 は や 国、 リカなど国外からの 者だった。そし
て 通 を てのセミナーだったため、 本の 者からも 的に ⾒や があがった。 
 本セミナーでは、ま National Taiwan University の Chia-Ling Wu が Data Reporting as Care 
Infrastructure: Feminist Approaches to ART Registries という イトルで、 本、 、 国の⽣

の デー の 理等のあり について した。そして Wu のこの研究プロジェクトの 同研
究者でもある 学 ⼤学の あ み が 本の状況について し、その後コ ントを た。ま
た Wu の の 同研究者である 国の June-Ok Ha  国 国 代 研究 も 国から
本セミナーに視聴者として していたため、Ha にも 中から び⼊り してもらい、 本、
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集や いを のインフラストラク ーに関 て をすすめてきた。3 は 2020 年に学
ジ 学 会 国際ジ ーナル East Asian Science, Technology and Society 14 に、“Data 

Reporting as Care of Infrastructure: Assembling ART Registries in Japan, Taiwan, and South Korea” のイン
フラストラク としてのデー 本、 、 国にお る ART 登 の構 pp.35-59 を
し、本セミナーでは、この の中から、 ⽣ ART 関 のデー が⼥性や ⽣ の利

や につながる の実 を 進する ビデンスに いた 策 くりのためにどのくらい活か
されているかについて、 本、 、 国を⽐較 した 果を した。 
 ⽣ にお る デー を 集する 的は 本・ ・ 国でそれ れ なる。 本では
本 学会が主 となって⽣ の デー を 集し、 本国内で⽣ を実施して
いるほと どのクリ ックがデー を し、その 果を⼀ 開している。そして な の
やさらなる の進 を 的に、デー の 集 には不 を る⼥性の ・ の 過や

症の ⽣ 、 ⽣ の多 や の ⽣ とその内容も ⽰されている。しかし、 と 国はこう
した デー の 理は国が主 となって っており、⼀ には 開されておら 、ともに⽣

の⾼さを国内外に⽰す が いため ⽣ 数に かり 点が当てられている。そして ・ 国と
も⾼い成 を めて や ⽣ にリスクの多い 数 移 が数多く われているが、

の 状態や の多さ、 ⽣ の などを⽰す はない。Wu は 本の実 が のイン
フラストラク ーとしてうまく機能していると た。 
 Wu の のあと、 あ み より に 本の ART デー 開シス ムの 的 や 状に
ついて があり、その後 Wu の についてのコ ントとともに が ⽰された。 は⽣

の実施とその 果に関するデー を 者の のためのインフラを くために うと
いうのは、⾮常に重要な プロー だとま た。そして 本では である 本
学会が主 となって ART デー の をとっており、デー も各クリ ックの 主的な であ
るにもかかわら 、ほと どの ART 実施施 がデー を している。その⼀ で、 では ART

は が主導して われており、 機関のデー ⽰を によって 定している。そこで か
らの ⼀の は、この ART 果の を が主導し、 による 定のもと構 することの利
点と 点とは かということだった。この に対し、Wu は、利点はデー の 集が される点、

点は、トップダウン的な取り みなので、 機関や は からの要 でやっているだ で、こ
のデー 集の重要性について 場の から主 的に えることに 、それがデー の ⼤の必
要性などに対する の さにも影響し、 のインフラとして活 するには不 なデー のままに
なってしまっている点をあげた。 
 また は 本で ART のリスクに関する バナンスがよくなったのは、⼥性へのリスクへの
よりも 重 の ⽣ など ⽣ へのリスクが 題視されたことや、 過 症 OHSS
の については、OHSS 者による がおこったことも影響してきたためで、 本の ART の構

にフェミ スト プロー はそれほど く いていないように感 ていると た。そして の
として、ART の構 においてフェミ スト プロー を実 する上で、不可 なこととは かと

Wu に を げか た。Wu は、 は に 国の の⾼さを⽰すためにまとめるのではな
く、⼥性や ⽣ にとって ART がより に実施されるようになることを 的に活かされる きで、
それには、ART に関する 策 にフェミ スト活動 や当事者等、 々な 場の も関 させる き
だと た。 
 者から多くの もあり、 も⾮常に活 に 開された。 のインフラストラク ーとし
ての⾒ を く えさせられる内容だった。 

担当 IGS 任リ ー フェロー  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

ー 
ジー ン

 

コ ⾝ のジェンダー化 「 」に  

時 2020 年 7 ⽉ 25 ( )14:00〜16:00 

会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

⼦ ⼀ ⼤学・  

⼤ 本学 会 研究 RPD  

会 ⼦ IGS 任リ ー フェロー  

主催 ジェンダー研究所 

者数 67 名 

 

 国 衆国 国 では、移 とその の⽣活を かす移
の が 1990 年代後 より する⼀ で、 定の

を たした移 を の対 から 外し、 定的な就
を する 的プログラムも実施されてきた。このよう

な と を せ つ 移 理 ジーム によって、移
とその が形成するトランスナショナルな 会 間はどのよ
うに されているのだろうか。本 では以上の いを、
国と シコ 同 にお る 的 をめ る世代
とジェンダーの に して らかにする。 

開催  

者である ⼦ は、 シコ 移 らの 国との間での移動に し、そこでみら
れる 的 の実 がどのようにジェンダー されているかを う⽰ に だ研究を した。
2000 年代より 開されてきた デポ ーションス ディー は移 ⼊国の を中 に 開されて
きた があり、それ えに し地 への影響に関する研究 は 定的で、 と の を

せ つ 移 理 ジーム によって、同 に影響を ているは である し された への視点
は したままであることが 題として げられる。これまで シコ 2015 年から 2018 年 と 国
2017 年から 2019 年 においてフィールド調査を なってきた 者は不 に されてきた 研

究が つ課題を り えるため、トランスナショナルな視点を つことの必要性を 調する。 者の
題 は移 の に関する点のみなら 、 らの 地コミ ィにおいてみられる 々な

によってその がどのような なりを⾒せるのか、 にはそこにおいてみられる 移 理 ジーム
が らに わせる困難がいかにしてトランスナショナルな 会 間の 成を し進めているのか
という点にまで 。 

 者は 国にお る 移 理 ジーム にみられる 2 つの 的な を取り上げた。1 つ は
1990 年代後 、 移 理 ジーム が移 をより に するようになったことである。 ロリ 
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集や いを のインフラストラク ーに関 て をすすめてきた。3 は 2020 年に学
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Reporting as Care of Infrastructure: Assembling ART Registries in Japan, Taiwan, and South Korea” のイン
フラストラク としてのデー 本、 、 国にお る ART 登 の構 pp.35-59 を
し、本セミナーでは、この の中から、 ⽣ ART 関 のデー が⼥性や ⽣ の利

や につながる の実 を 進する ビデンスに いた 策 くりのためにどのくらい活か
されているかについて、 本、 、 国を⽐較 した 果を した。 
 ⽣ にお る デー を 集する 的は 本・ ・ 国でそれ れ なる。 本では
本 学会が主 となって⽣ の デー を 集し、 本国内で⽣ を実施して
いるほと どのクリ ックがデー を し、その 果を⼀ 開している。そして な の
やさらなる の進 を 的に、デー の 集 には不 を る⼥性の ・ の 過や
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も⾼い成 を めて や ⽣ にリスクの多い 数 移 が数多く われているが、

の 状態や の多さ、 ⽣ の などを⽰す はない。Wu は 本の実 が のイン
フラストラク ーとしてうまく機能していると た。 
 Wu の のあと、 あ み より に 本の ART デー 開シス ムの 的 や 状に
ついて があり、その後 Wu の についてのコ ントとともに が ⽰された。 は⽣

の実施とその 果に関するデー を 者の のためのインフラを くために うと
いうのは、⾮常に重要な プロー だとま た。そして 本では である 本
学会が主 となって ART デー の をとっており、デー も各クリ ックの 主的な であ
るにもかかわら 、ほと どの ART 実施施 がデー を している。その⼀ で、 では ART

は が主導して われており、 機関のデー ⽰を によって 定している。そこで か
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点は、トップダウン的な取り みなので、 機関や は からの要 でやっているだ で、こ
のデー 集の重要性について 場の から主 的に えることに 、それがデー の ⼤の必
要性などに対する の さにも影響し、 のインフラとして活 するには不 なデー のままに
なってしまっている点をあげた。 
 また は 本で ART のリスクに関する バナンスがよくなったのは、⼥性へのリスクへの
よりも 重 の ⽣ など ⽣ へのリスクが 題視されたことや、 過 症 OHSS
の については、OHSS 者による がおこったことも影響してきたためで、 本の ART の構

にフェミ スト プロー はそれほど く いていないように感 ていると た。そして の
として、ART の構 においてフェミ スト プロー を実 する上で、不可 なこととは かと

Wu に を げか た。Wu は、 は に 国の の⾼さを⽰すためにまとめるのではな
く、⼥性や ⽣ にとって ART がより に実施されるようになることを 的に活かされる きで、
それには、ART に関する 策 にフェミ スト活動 や当事者等、 々な 場の も関 させる き
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きた があり、それ えに し地 への影響に関する研究 は 定的で、 と の を

せ つ 移 理 ジーム によって、同 に影響を ているは である し された への視点
は したままであることが 題として げられる。これまで シコ 2015 年から 2018 年 と 国
2017 年から 2019 年 においてフィールド調査を なってきた 者は不 に されてきた 研
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という点にまで 。 
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ム や という名の下に が進 ⼀ 、 の⼒は 定の集 を しているだ のよう
にも⾒えた。その たる例として、 シコ の移 たちは 2003 年から 2016 年の間の 国からの

者数 の 66%をも める。そしてもう 1 つの は、このような と、それに えジェン
ダー がみられるということである。ジェンダーに関していえ 者数にお る 性の める

の 的な⾼さからも らかである。つまり 国の移 理は、1990 年代の 度 と 2001 年の同
時多 ロの 2 つを に、 にラ ン 国 ・ 者 ・移 性を 的とするものへと 容してき
た。このようなバイ スは移 たちの中にも内 されていく。調査で き取ってきた りを しな
がら、 移 たちが への の下に い 間 であろうとする姿、ジェンダー された
と の 果、 = ⼥=善 という 的な を らに当てはめようとするようになった姿な
どが された。 

の は 国から 地である シコ へと移る。 は時間と に移り わって くもの
である。しかし世代だ では できないジェンダー とコミ ィへの なる姿勢が⾒られたと
いう。 者は 国との間の移動がそこに⼤きく影響を ぼしていると した。まさに トランスナ
ショナルな 会 間の の実 が⾒られたのである。⼀ ではそれ れの 会の い が ち ま
れ、 が り えられていくような実 である。 では い が必 しも にとっても当
てはまるわ ではない 実がある。 国と 同 のそれ れもつ 的 が していく
⼦をまな してみると、はっきりとジェンダー の姿が ち れてくる。例え 、 国の 移 理

ジーム の つ 性 重の性 が り した移 の 者 ⾔ や = といった思 は、
国した 性を い 国者 なのかそれとも 移 理 ジーム によっては かれるような 国者な
のか、という 的な思 の になっているのである。この された 性 を に、 らの

者である⼥性たちも される。 ⼊国にお る を び し、2 つの を き来する移 の
からしか できないような と の姿、 いては 的 とジェンダー をめ る移
の の ⽰は、これまでのデポ ーションス ディー が⾒ることのなかったような トランスナ

ショナルな 会 間 とそこで⾒られる実 に したからこその であった。 

を担当した⼤ からは以上の を て⼤きく 3 つの点が された。1 点 は でも
主題となった にお るジェンダーの⾮対 性に関する、2 点 は後 で された に
お る⼥性たちの に関する、そして 後が イ に関する 点である。 国の い ⼥性 ⼤
学 ⽣ といった 性が にとって、フィールドで せ るを ない 々な困難の、まさにその
要 になっていたであろうこと、つまりフィールドにお る イ との対 を ていたのは上の
ような 性に るものであった。⼀ で、そのような 性を った がフィールドにお る イ

ともなりうる、という イ の 性を指 した上で、それでも⾮ 移 の りを いでいくこと
が⼀ を するのかが われて、本セミナーは めくくられた。 

担当 井 ⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー学際研究 後期課  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

ー（ ー ） 

       
（ ⼦・ ⼦に ー ン ン （ ）） 

 
 

時 2020 年 9 ⽉ 9 ⽔ 12:15〜13:45 ( 本時間)  

会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

 

デ ラ・デンプシー スウィンバーン ⼤学 教授  

Families of Strangers?  Donor-linked families in Victoria, Australia 

⾒ ら と  オーストラリ ・ ィクトリ にお る
ドナーリンクでつながる  

会 IGS 任リ ー フェロー  

主催 ジェンダー研究所 

⾔ 本 通  

者数 101 名 

 

 

精⼦や ⼦での ⽣者が、⾮ 名のドナー を られることは重要であるという⾒ が
れ、多くの国がドナーの 名性を し、 ⽣者の を る 利を担 する を導⼊するようにな
ってきた。オーストラリ の ィクトリ にもこうした があり、 精⼦や ⼦での ⽣者、
ドナー、 を た たち、そして 精⼦や ⼦で⽣まれた の⼦ であれ 、 でも 開
⽰を申 することができる。本セミナーではスウィンバーン ⼤学のデ ラ・デンプシー が、 ィ
クトリ のドナーリンク 登 デー ース での実例をもとに、 精⼦ ⽣者、 を た
主にシングル ー 、精⼦ドナーの や らの ー を することの⻑所と課題について
し、その後 者とともに した。 

開催  

外国には、ドナーの を ることは 精⼦や ⼦で⽣まれた の 利であると、 でこ
れを しているところもある。オーストラリ の ィクトリ もその⼀つであり、 ィクトリ
では 精⼦や ⼦での ⽣者は⽣まれた年代に関 なく でも すれ ドナーの をたど
ることができる。本セミナーでは、スウィンバーン ⼤学のデ ラ・デンプシー が、オーストラリ

リ ー カウンシルより研究 成を て すすめている研究プロジェクト Families of 

Strangers?: The Socio-Legal Implications of Donor Linking in Australia’ ⾒ ら と オーストラリ
にお るドナーリンク 登 デー ース の 会的・ 的影響 の調査 果の中から、オーストラリ

・ ィクトリ にお るドナーリンクでつながる や 者 しの状況を した。 
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ドナーリン ングは、精⼦や ⼦のドナー、 を た 、 精⼦や ⼦で⽣まれた 々が
であるか、名前や 所を いの に クセスしてつながるプロセスである。オーストラリ の
ィクトリ も、2017 年 3 ⽉より施 されている Assisted Reproductive Treatment Amendment Act 2016

という で、 ⽣者は過 に 名で したドナーの にも クセスできるようになった。この
によって、 精⼦や ⼦で⽣まれたす ての成 、ドナー、 を た たち、そして

精⼦や ⼦で⽣まれた の⼦ であれ 、 でも 開⽰を申 することができる。ドナーのプラ
イバシーよりも ⽣者の利 や る 利を重視し、ドナーの 名性を したところは世界でも
ィクトリ しかない。 でも ⼦ 査を られる時代を えて、 実はい れわかってしまう
という⾒ から、ドナーリン ングに関 をもつ が に えているという。 

ィクトリ の 精⼦で⽣まれた やその 、ドナーたちの中には、 主導の 登 度
を利 する もいるが、 年では、 間の ⼦ 査や ーシ ル ディ を 利 するなどして、
精⼦ドナーや同 ドナーから⽣まれた⽣ 学的 を⾒つ る ースがめ らしくなくなってき
ている。 主的に の を登 するドナーも える⼀ で、ドナーや同 ドナーから⽣まれた

から申 があり、 ⽣者に い わせると、 から ⽣の事実をまだ らされていなかったと
いう ースも なくない。すなわち、このような があっても、まだ⼦どもに事実を していない
が多いことがわかる。⼀ ドナーたちが⼦どもについての を い わせる理 は、主に クリ ッ
クから ⽰された の精⼦が に されたかや⽣まれた⼦どもの 数などに関する を

したい、 の で⽣まれた⼦がどのような容 なのか、もしくはその⼦にどのような能⼒や
能があるかに がある、である。そしてドナーの中には、すでに にコン クトをとってきた、

の によって⽣まれた⼦からのすすめで申 をは めた者もいた。 ィクトリ のドナーリンク
デルにお る⻑所と課題が浮かび上がった。 

本でも 精⼦による 授精で 初の⼦どもが⽣まれてから 70 年以上が 過し、 では
精⼦で⽣まれた 本の当事者たちの間からもドナー の開⽰を める も かれるが、ドナーの 名
性は されたままである。この 題に関 を つ研究者のみなら 、 数の精⼦ の当事者たちも
セミナーに し、活 な が 開された。 

担当 IGS 任リ ー フェロー  

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

ー 
ージ ェ  

 

時 2020 年 10 ⽉ 12 ⽉ 18:00〜20:00 

会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

 

⼤学教授  

会  

井広 IGS 任  

主催 ジェンダー研究所 

者数 127 名 

 

 

ージ ・ウルフのフェミ ムを、 代 本に きつ
て える 者が えている。 ⼥のフェミ ムはどこから来た
のか。ど な があり、な 代の私たちに響くのか。ウルフ
の とりの ー 間 などの 者である、

に っていただく。 

 

開催  

 2020 年 10 ⽉ 12 ⽉ 、 ージ ・ウルフ 1882-1941 とりの ー
間 などの 者である ⼤学 に ージ ・ウルフのフェミ ム 代 本と
の と題してお いただいた。 

 ま フェミ ムが思 ・運動・ライフス イルの 3 点から 理された。ձ思 としては、⼥性
についての 状 、あるいは⼥性 の に向 た や イディ ・理 ・理 であり、ղ運動
としては、 または 数の が⼥性 の に向 会に きか たり、思 を したりするも
のであり、ճライフス イルとしては、 の⼥性 にとらわれない⽣き や実 的 みとして え、
ウルフのフェミ ムがそれ れの 点から られた。 

 ウルフは、 後世代にとっては過 の感性をもった として⾒なされたが、新たなフェミ スト的
プロー を える上で、重要な となっていると かれるようになったという。その で、ウ

ルフのイ ージは においても 新され続 ており、⼀ で、 ウルフ と フェミ ストウル
フ は同 なのかとか、 とりの のウルフ と ー のウルフ は同 なのかとい
った いが せられてきた。 

 フェミ ストとしてのウルフは、 1 に ッ とともに ⽣を り開く過 、 2 に 性が
ゲ ーを る 壇に 申す過 、 3 に 世代からフェミ ムを継 する過 、そして、 4 に

ナードとのパートナーシップの中で育まれたことが指 された。 
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 ウルフのフェミ ム思 の を とりの と ー を中 に つの 点からの
構成が なわれた。 1 に、 性を するため、また に え ⾔するため、そして

のために、 に必要な ⼊という 的 の重要性である。 2 は、 事 が 性の とは
なる の 的 があることの であり、国 は 業に⼿当や を することである。
3 に、教育の 状は わら ならないということであり、⼥性に開かれた⾼等教育や 的に
み わされた学 が必要になっているということである。 4 に、 たちの にある や

、 や といったものが、 ⼿を したいという 地 や 、 イ リ ィ
をもたらしていることを することである。 5 に、 イデン ィ ィは、コールリッジが ⼤な
精 は 性 である と指 したように、多 的であり、流動的であると同時に、 性との間には
えられない ・ 場性があり、とりわ 中 の⼥性は ⼒な状態に置かれていることである。 6

に、性による⼥性 が われてきた／ われているという事実であり、 ⻑による を 会が容
してきたことを れてはい ないということである。 7 に、⼥どうしの関 性から新しいことが始

まるという点である。 

 後に 代 本との という、セミナーの副題に したまとめがなされた。な いまウルフが ま
れるのかという点について、ウルフのフェミ ム思 の の 7 点にわたって、その 代性が げら
れた。 1 の 的 の重要性という点では、 会や 困、 ⼥間 、コロナ禍でのプラ
イ ートス ースの 、 2 の 事 の という点では、 事 ラス ントやコロナ禍の 事

⼥性ダ ルシフト の 題、 3 の教育改 では、⼤学改 や不登 題、 学 にお る⼥
性 、 4 の たちの については、 や構 的 ⼒、 たちの ーシ ルな 、2020

年 30% の 成、 5 の イデン ィの流動性／ 場については、 イデン ィ ィ・ポリ ィク
スへの 、 6 の性による⼥の については、#MeToo 運動やフラワーデ による 、コロナ禍
のセクシ ル／リプライツ 、 7 の⼥どうしの関 性については、LGBTQ の 々の 利運動、
パートナーシップ実 、 による イトスピー が しているとの指 があった。 

 このようなウルフの 代的 ー との のほかにも、ウルフが 100 年後には と、 代のわれわ
れに りか るス イルもあり、また りなどの い思いが わってくるという点も、 代にウルフが

まれる であること、またウルフを過 った過 の思 とみるのではなく、フェミ ムの
を継 するという み が広がっていることも⼤きい要 ではないかとまとめられた。 

 では、ウルフ の やウルフの⽣き について があり、 こそが 実で、 は
的なことという や、 でありフェミ ストである は 本には ないのではないかなど、

い があり、 実したセミナーとなった。 

担当 井広 IGS 任  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 
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時 2020 年 11 ⽉ 15 14:00〜17:00 

会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

者  

理⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学名誉教授・IGS 研究  

事 の国際 会学 ディーセント・ワークを めて  

⼦ ⼤ ⼤学名誉教授・同⼤学 研究  

ジェンダー・ ・ ス シ ィの交 としての 事  

者  

るり ⼤学教授  

定 ⼥学 ⼤学教授  

フェリス⼥学 ⼤学教授  

⼦ IGS 任リ ー フェロー  

⼤ IGS 教授  

内 ⼦ ラバル⼤学 課  

中⼒えり ⼤学教授  

理 ⼤⽉ 期⼤学教授  

⼦ ルツ ルグ⼤学教授  

井 ⼀ ⼤学教授  

⼦ 同 ⼤学教授  

会 ⼦ IGS 任リ ー フェロー  

主催 ジェンダー研究所 

催  

国際移動とジェンダー IMAGE 研究会 

研 ・ C パリのフィリピン 事 者とその⽣活世界 課題 20K02094  

研 ・ B ⽣ の国際性 業にお る 本の 事・ 者の 的 と 課
題 19H01578  

後 研 ・ B 移 者 の国際 会学 課題 20H01586  

者数 112 名 

 

2020 年 11 ⽉ 15 、オンラインによる IGS セミナー 事 の国際 会学 を が開催
された。本セミナーは るり ⼤学 を 者とする 事 の国際 会学 ディーセ
ント・ワークを めて の に わせ開催されたもので、11 名の 者 が
し、 理⼦ お茶の⽔⼤学名誉教授・IGS 研究 び ⼦ ⼤ ⼤学名誉教
授・同⼤学 研究 が を った。また、本 の 者の 1 であり、ジェンダー研究所の

⼦ が 会を担当した。  
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開催  

 ま 者の は、本 がグローバルな 題としての 事 を主題として まれ、 ジ
や の各国・地 にお る 事 の 状と移 事 者の や 、ILO の 189

事 者のためのディーセント・ワーク が ぼすインパクトを らかにするものである
とした。また 的ナショナリ ム を 対 する国際 会学の プロー を とし、地 研究
の ⾒にもと きながら、主にナショナルな 策的 から されてきた の移 事 者研究
を、地 的 に め戻し re-embed 、 的な の地 への影響の動態をとらえるものでもあると
した。 

 者による では、ま 理⼦ が と ⽣ の との を とし、新 主
的な への対 としてのディーセント・ワーク や 者性が されていると指 した。また

事 の 題はインフ ー ル ・ジェンダー され、移 事 者の場 には 性によって不可
視 されもするとしながら、 事 者の 者性とは か が い されていると 調した。さら
に 能 が進 ことによる への な影響、 能の⾼度 がもたらす 者性 のさらな
る不可視 の 題を した。 

 に ⼦ は、 事 はジェンダー・ ・ ス シ ィの交 において そのもの
を い すイシ ーであると 置 ながら、 会にお る 不 による不 な とさ
れてきたため、 事 者の 者性 が 視されてきたことを指 した。たとえ 能 やディ
ーセント・ワークが実 したとしても、ス ィグ 性の や運動の は難しく、そもそも 事

の定 を することが められるという。そして 事 者の運動とフェミ ム運動との
について いを ⽰した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これを て 者 び 者 により、主に 者性 や 、 能 と の 題、
そして フェミ ム運動と 事 者運動の交 について がなされた。 

 本 1 定 の場 、 者性 は所 と 関 によって定 されてきたために ⽣
が不可視 されてきたことが指 され、 ／ 事 において 能 には 重な が

められるとした。フィリピン 2 では ILO の 189 が され国内 が
された後であっても、国内 事 者の 者性 への は不 であり、必 しも 者に

利として していないという。⼀ インド シ 3 ⼦ では の国内 は だ成
していないものの、 事 者が ら 利向上のために 的に 能を学び 者性 を主 してい
るという。その 5 内 ⼦ では、 能 とは対 にある げる によって、

的に 者性 を られたことが された。まさに 事 者の 能 が 調されること 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

による への影響が指 された。しかしながら、イ リ 8 理 では移 事
者には⾮ 者が多いという 会的 から、 能 は や の において重要
であり、さらにフランス 7 るり でも、 は移 者にとって 事 者としての地

を し の交 等で重要だという。このように 能 は をもたらす⼀ で、移
者の ある を実 するために かせないものともいえ、 らの中には の 理があることも指

された。そして、上 の を 、そもそも 能⼒ や 能 とは かという 的な へと
開し、 能 の前 となる 能⼒ とは るものではなく、すでに の中に め まれていると

いう指 10 井 がなされた。また ⼦ 11 は、ナ ー 育 者
たちの 能⼒ とは 務 のス ルだ を しないと 、 数の 主 間を び ながら

の 同性 を⽣み す⼒も め 能⼒ であるという⾒解を⽰した。このような のあり は、
新 主 的な に対 し、 を していく動きとしてもとらえることができると 調
した。 

 に フェミ ム運動と 事 運動の交 性 について、 ジ ではミドルクラス以上のフェミ
ストたちが 事 者の 主であることから、これまで 事 者の 利向上に対する取り みに

ほぼ してこなかったという。例え 事 を めた 運動が⾮常に である において、
もフェミ ストたちの は⾒られない 4 ⼤ 。しかしごく になり、インド

シ のフェミ ストたちは 私たちも する がある と ⼒を し、 の 的段 にある
ことも指 された。⼀ ーロッパでは、 する でもあるフェミ ストたちが、⻑年にわたり
運動の中で 的に 事 および移 事 者の 利運動を っていることが された。フェミ

ストたちは、EU 内の や NGO において、 事 に関する 々な決 がなされる重要な
に関わってきた 6 中⼒えり 。また の⼥性 や移 者の担当 は、 事 は

であるという な を ちながら、移 ⼥性たちによる 事 を重要な として する
きであると を み重 てきた 9 ⼦ という。 

 後にフロ からは 能 の に関し、 業に関わる や を して 性を つこ
とが、かえって の交 をし らくしている実態があるという指 など多くの ⾒や が せ
られ、 者の関 の⾼さがうかがえた。 

担当 ⼤ 理 ⼤学⾮常  
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 後にフロ からは 能 の に関し、 業に関わる や を して 性を つこ
とが、かえって の交 をし らくしている実態があるという指 など多くの ⾒や が せ
られ、 者の関 の⾼さがうかがえた。 

担当 ⼤ 理 ⼤学⾮常  
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国 ン ジ ー 

 

ー（ ー ） 

 
 

 

時 2020 年 11 ⽉ 21 10:00〜11:30  

会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

 

ウラ・ス ィー ンス・ ( ワイ⼤学⼤学 会 学研究
課 、  

⽣理の い と し が⽣理 常の の決定にも影響する
本の⼥⼦⼤⽣へのイン ビ ーから  

⼦ ⼤学教授  

⽉ と⼥性の  

会  

IGS 任リ ー フェロー  

主催 ジェンダー研究所 

者数 97 名 

 

 

 ⽉ はほと どの⼥性にとって⼀⽣のうちの⼀定の期間、ほぼ定期的に する な⽣理学的
であり、⼥性の と にかかわっている。しかしこの⽉ に関する教育を私たちは に てき
たのだろうか。本セミナーでは、 国 ワイ⼤学⼤学 会 学研究 課 の Maura Stephens-Chu

と ⼤学 学 学 教授の ⼦ が、Stephens-Chu は 学者およびフェ
ミ スト 学者の 場から、そして は 者の 場から、⽉ 教育に して、それが⼥
性の⽣ の にどのような影響を えるかについて各々の研究から した。 

 

開催  

本セミナーでは⽉ 教育と⼥性の⽣ の を ー に、 国 ワイ⼤学⼤学 会 学研究
課 の Maura Stephens-Chu と ⼤学 学 学 教授の ⼦ が、⽉ 教育に
し、それが⼥性の⽣ の にどのような影響を えるかについて、Stephens-Chu は 学者お
よびフェミ スト 学者の 場から、 は 者の 場から した。 

Stephens-Chu は、2017 年度国際交流 本研究フェロー お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所の
研究 ⼒ として来 し、2018 年度 まで で のために主に⼥⼦⼤⽣や⽣理 業、研究
者へのイン ビ ーを通して調査研究をすすめた。本セミナーでは Silva Iaponticarum (Summer/Autumn 

2019)に された Conceal at All Costs: Lived Experiences of Menstruation in Japan“の中から、 本の
⼥⼦⼤学⽣の⽣理に関 する や⽣理 業界の調査 果を した。⽉ 困難症や ⽉ などの⽉

常は、 年 ス ディ からも され、 学研究の もあり、⼀ の にも 々に られるよ 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うになってきている。 本は ⼦⾼ 会を に、⽉ 常が⽣ 能⼒に影響するということを、
ディ や 学 で 調し、学 教育の 場でも、⽉ は⽣ 能⼒と関 があり、⽣ 能⼒と になる
ことが⼥性として⼤事であると 調する。そしてそう教えられた い⼥性たちは、 の⽉ 期が学

で った⽉ の と なる場 に ことになる。Stephens-Chu は の⼥⼦⼤学⽣へのイ
ン ビ ーを通して、その実態を調査した。調査 ⼒者の⼤ は ⽉定期的に⽉ がくれ は
だと し、⼀ 、⽉ 不 であれ 状の に 題があり、 来不 になるのではないかと不 を
抱く。しかし⼥⼦⼤⽣たちは、⽉ が多かったり、⽉ 、⽉ 不 などの⽉ 常を しても、
実際には ての が 機関を れるわ ではない。Stephens-Chu は⽉ に 題があった時の ⼥た
ちの対 や の決定の いは、⽉ 教育と関 があることを、イン ビ ーで た⼥⼦⼤⽣たちの⾔

を しながら ⽰した。 

そして はリプロダク ィ ・ ルス、とくに不 を研究 とする研究者だが、 ⽣ の不
関 の 会 も し、 の として、ま ⽉ の 学的 を解 した。そして

⽉ と⾼ ⽣ スリートの パフ ー ンスへの影響に関する調査や、 ⼤学⽣の⽉ による学
業への影響、就業 者の⽉ 症状が 事に える影響を⽰す調査 果を しながら、⽉ に
関する 題が⼥性の⽣活にどのように影響を ぼしているかや、そうした 題にどのように対 してい
るかについても した。また⽉ に対する教育プログラムと び⽉ 教育への ー についても、
⾼ ⽣に対する⽉ 教育や、⼤学⽣に対する⽉ コントロールのための教育を通した 果を し、
こうした教育の ー に⾔ した。 後に がすすめている 研プロジェクトで、⼦ 内 症の

開始が遅れる⼥性の ースについて成 ⼥性 者の⽉ 教育の と関 た調査内容を
し、⽉ は トの⽣ と く関わるだ でなく ⼥性の⽣ の と関わっていることを⽰し、これか
らの⽉ 教育は を 指し どう構 す きなのか、それをどのように実 /実 させるのかといった

題を した。 

多くの⼥性にとって な 題であるため、セミナー後も 者からも多くのコ ントや が せ
られ、⾮常に あるセミナーとなった。 

担当 IGS 任リ ー フェロー  
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ダ ェ ェ  
 

 

時 2021 年 1 ⽉ 13 ⽔ 13:20〜14:50 

会場 オンライン開催 Zoon ウェビナー  

 

⾼ さきの 者・お茶の⽔⼥⼦⼤学⾮常  

会  

井広 IGS 任  

主催 ジェンダー研究所 

者数 23 名 

 

 

 

 

 

ダナ・ ラウェイ の と⼥と イ ーグ の (Simians  Cybor s  and omen  e 

einvention of Nature, 、2000 年 や と が 会うとき のポリ ィクス en Species 

eet, 、2013 年 の 者でもある⾼ さきの に、 年改めて を集めるダナ・ ラウェイの
思 およびフェミ ムについてお いただく。 

 

開催  

2021 年 1 ⽉ 13 ⽔ 、 ラウェイ と⼥と イ ーグ と が 会うとき などの 者であ
る⾼ さきの 者・お茶⼤⾮常 を として え、 ダナ・ ラウェイのフェミ ム
と題する学内 定のセミナーを開催した。 

セミナーは、BLM の運動が き、COVID-19 のパンデミックという時代にフェミ ムを える時、
いまだ 2 の段 ではなかったかという 題 から始まった。 リカの状況から えると、

フェミ ムは 19 世 後 に 解 運動などと ッグを だ形での⼥性解 運動や 20 世 初
の 運動があり、それが ⼤ 前の をは め、 や中 などに関する

の⾼まりや、 ン・ ラーの 者運動の となっていった。 

運動から 2 フェミ ムが始まり、2000 年代 りからの 3 はいわ る ⼥の 対
的な 点を えて、セクシ リ ィーの 題なども 点 していった。しかし、 にお る
の の⾮所 という 題、例え が するとその⼦ は 主の所 になるといったことな
どを めて、⼥性が して か まないかという 題は からの 題であると ラウェイも指

しているように、 1 、 2 、 3 の 的な を に 定して 題ではないという
指 があった。 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

COVID-19 の影響について ラウェイが ったこと  COVID-19 は 通感染症という があ
り、しかもその影響は不 であること、とりわ ラ ン 、カラードの 々、 ッセンシ ル・ワー
カーへの感染によって 々の 状態や 困状態に対して える影響が ⼤であること 、それらは
HIV に関する ⼥の と って、 間と 、 間と動 、⼥と 、 間と機 などの ・対
⽐の という ー を改めて浮き彫りにしたのではないかという点は重要な指 であった。 

以上のような 代との関わりの中で ラウェイの思 の構えを してから、 ⼥の思 形成につい
て、コロラド デンバーでの⽣まれつきの との関 、カリフ ル ール バーグでの や

者といった 関 による 、カリフ ル ⼤学 ン クルー の ⽣や たち、そして
の たちとの関 といった 性 的な と の 置 がなされた。 

そもそも⽣ 学 で、 学や 学、 学 など 的な研究を進めてきた ラウェイは、
間中 の⾒ から れて クト ルー新世 という え をしつつ、 からだ／body を⾒つめてきた思

であった。しかし 2 フェミ ムは 会的なものに して⽣ 学的な を り としてき
た。昨今改めて 性に がされてきているものの、sex は 20 世 初 には性 といった 内容だ
ったものが、21 世 になると、性 が 1 的な の⾔ となってきて、 いにくいものとなっ
ていた。 

学との関 では、20 世 後 に ラウェイが した 題として、 1 に 題、 2 に 世代
の 題がある。とりわ ⽣き の 世代 題は、本来、 ／ まないといった性的 決定 を
は めとして ・ 会・ 学 の 題、地 に関わる 題 であり、その外 から、 題
を えるとするなら 、 イ ーグ ⾔ などで取り上げられたように、 ク ロジーの 題も て
通れない。 を るのではなく、 関 を るのだという ー も、こうした 広い 題に関わっ
ており、 ラウェイのフェミ ムの を、 ⼥の ・ クストなどを に に ってい
ただいた。 

担当 井広 IGS 任  
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後 ⼦ ⼤学教授  

学 ⼥⼦ 期⼤学教授  

2 の 的コン クスト  

⽔ ⼦ 学者  

間の 利の に⾒るウルストンクラフトの  

者  

成 ⼤学教授  

ウルストンクラフトの 業 会  

⼤学教授  

ウルストンクラフトのフェミ ム vs.バークのフェミ ム  

会  

井広 IGS 任  

主催 ジェンダー研究所 

者数 23 名 

 

バーク フランス の への として かれたウルストンクラフト 間の 利の が
められた 間の 利の ／ の教育について ⼤学学 会、2020 年 の を機に、

ウルストンクラフトの 等思 やフェミ ムの内実、そしてバークとウルストンクラフトを中 にし
て 18 世 リ ンにお る思 上の 題などについて、 者 3 と 2 の 18 世 思 研究者を
えて を める。 

開催  

2021 年 1 ⽉ 22 、 リ ンにお るフランス バーク vs ウルストンクラフト と
題するセミナーを開催した。ウルストンクラフト 間の 利の ／ の教育について ⼤学
学 会、2020 年 の 者 3 と、ウルストンクラフトが とみなしたバークを とする 18 世

リ ンの思 研究者 2 が登壇し、それ れの視点からの とコ ントが なわれた。 

後 ⼦ ⼤学 からは、 に った とご の研究関 、 ーゲルのフランス
から始まり、な イングランドでフランス が きなかったのかという点で、イングランドにお る
代 主主 に関 を せ、フランスの⼀ とは なる イプの、理性と に視 を置いて教育
に期待し、理性と感性を き すバークを したウルストンクラフトの思 の が指 された。 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 ⼥⼦ 期⼤学 はま 、 の教育について で⽰された、 の 性へ向か
うための理性の や の や、シ ポウン 精 の向上についての⼿ への 、 間の 利の

での にお る バーク の う⼥性 などに れた。そして、 の⼥性 へ
の であった ⼥性の 利の が されるのは、 の教育について という⼥性 による⼥
性 があり、また 間の 利の においてバークなどの との いの実 があったことが⽰さ
れた。 

⽔ ⼦ 学 からは、通 的な と カデミックな とが するウルストンクラ
フトの な について指 があった。 々の 、例え gothic について、バークが 精 な
どの を する 定的な で いたのに対して、当時の で われた通 的な としては
定的な⾔ であり、ウルストンクラフトも や ながらも さをイ ージさせる として
いているという対 など、ほかに gallantry、liberal についてもコ ントがあった。 

コ ン ー ーの ⼤学 からは、 できる であり、 れた と解 からなると
いう の後、ウルストンクラフトをバーク、 ン ス ー、 ームと対 させつつ、 等な り
をする不 等な⾔ を する ⼥の から 的な・ 的 的な を し、思 に
ついてのジェンダー 的リ ィジョンが必要であること、 の 中 を し、 などを

の 進⼒として えることが指 された。 

もう とりのコ ン ー ーである 成 ⼤学 からは、ウルストンクラフトの 業 会
を中 にコ ントがあった。とりわ ウルストンクラフトが理 としたのは を ースにし

た の世界であったこと、 業 会で⾒られる 者による ではなく、 りなき理性
への と、理性の による の が の不 へと るという 者による から による
へ という な 教 の下で、 と 等が構 されたという指 があった。 

では、ウルストンクラフトを、スミスや インなど、 業 会にお る 交や 性の 置
をめ る 題、 の が ンナ とバークでは ではないかといった理 をめ る 題、

ウルストンクラフトの 教 の 性 など、18 世 の思 上のさま まな 題がとりあげられ、
活 な ⾒交 がされた。 

担当 井広 IGS 任  
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国 ン ジ ー 

 

ー 

ン 事 を  
時 2021 年 2 ⽉ 6 15 00〜17 00  

会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

 

リ ・ ングライ Jaringan Nasional Advokasi Pekerja Rumah Tangga

Jala PRT コーディ ー ー  

ド カシーのための ラップ RAP による
活動 事 者 PRT のディーセント・ワークを めて  

ディスカッ ント  

・ス プト インド シ ⼤学 教授  

事 者 RUU PPRT の⻑い のり  

⼦ IGS 任リ ー フェロー  

通 ワオデ・ フ ー・イス ィコ ⼀ ⼤学⼤学 後期
課  

会 ⼦ IGS 任リ ー フェロー  

主催 ジェンダー研究所 

⾔ インド シ ／ 本 本 通  

者数 58 名 

 
国際 機関 ILO 2015 年の調査によれ 、インド シ 国内の 事 者は 400 と⾔われている。

その多くが⼥性で、 では 者性が められていないため、3 つの ⼊が必要だとされている。 的
には 度の 、 事 者の 、 会からの び である。本セミナーでは、インド シ

にお る 事 者の についての と 16 年以上継続 となっている 事 者 を
め る 状 から、いかにして 事 者のディーセントな な を するか する。 

開催  
 本セミナーでは、インド シ で 事 者の を 進する Jala PRT ナショナル・コーディ ー

ー、リ ・ ングライ をお えして インド シ で 事 者を すること を ー に
いただいた。また、インド シ にお るジェンダーと 研究の ⼀ 者である ・ス プト

をお えし、インド シ にお る 事 者 をめ る 状況につき いただいた。
会を担当したジェンダー研究所の は、ディスカッ ントとして移 事 にお る Jala 

PRT の について し、 に わった。 

 は めに、 が、Jala PRT の 要を した。Jala PRT の 名 は 事 者 ド カシー
国内 ットワーク Jaringan Nasional Advokasi Pekerja Rumah Tangga である。当 は、 な 者
とはみなされていなかった 事 者を、 当な と待 を て る き 者であるとして、待
の改善を 指している。 インド シ 国内の 8 つの地 にて 事 者の を 進し、ジ カ
ル の 数は 5185 に するという。 

 に ングライ が、当 が実施する RAP による 活動について した。同 は、⼥
性に対する不 等が、 や 、 バイ スと に交 した 果、 事 者に対する や

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

が⽣まれたと指 し、 事 者がディーセントではない や に対 する⼿段を たないこと
を 題点として げた。そこで当 では、ディーセントな のため、 事 者と 主による

の や び ーナスの 、 に た 務時間と 取 を に、各主要 の 事
者らを し、運動を 開している。この運動への 者を やすために 活動で いられるのが

RAP である。 

RAP では、Jala PRT を するパンフ ット等に え、 会 実施機関による パンフ ットや 事
者の に関する について かれたものを ーゲットとなる 事 者に し、 的な に

ついての 活動も っている。また の際には、 ーゲットの 地や 期間のほか、 状況や 場で
抱えている 題やその解決 などを、きめ かく リングしている。活動に することになった ーゲッ
トは、 ーム 10 と れる各地 の 会に する。 ーム 10 では定期的なミー ィングを通 て、 ンバ
ーと 、 ルの上 との しをしている。また、 ーム ンバーの び 状況を し、Jala 

PRT のパラリー ルや ド カシー ームに 、 題を抱えている ンバーの ポートもしている。 ーゲッ
トが活動に しない場 でも、 ンバーは RAP を り すことで、 ーゲットの状況を常に し、活動へ
の を していると同 は た。 

・ス プト は、 事 者 が 17 年もの間継続 である理 と、 成 までの 的な課
題を した。同 は、 事 者 が や にとって の 利に できる 的 ではな
いこと、 を する の 数が不 であることが成 の主な かせとなっていると 、その と
して、 の視点を つ 思決定者の を指 した。また、国 が 事 者を、 な として っ
ていることや、インド シ が ILO189 を 指していても国内の が進まないことにも⾔
した。 

 同 は の成 にあたり、 点を 2 点 げた。 ⼀に を する の 数の なさであ
る。 、 は 数 59 の が しているが、 を する の 数が 85 であるうえ、その

の も に対する 思 ⽰をしていない。 の決定に が われれ 、 成 は失 に
わる可能性が⾼い。以上を まえ に、 を する と との 的 ジェンダの交 が必要
と指 した。 に を してもらうのと き えに、 を している が、
が関 を つような を する必要性があるということである。 

後に同 は 成 に え、地 へのロビー活動や ド カシー活動を 的に う必要性を⽰
した。 は成 したが の運 や イドライン 定が進まない事例があるためである。地 、 ルで

の運 がスムー にいくことを、実 を通 て ピールすることが 果的であると た。 

 ディスカッ ントでもある は ングライ の を 、Jala PRT が 事 者 策定において
果たした 、COVID-19 による 事 者への影響を た。1 つ の に対し、 ングライ は、Jala 

PRT の事前調査を通 て、2004 年、 事 者に関する を し、その後も の へのロビ
ー活動を っていることを した。2 つ の には、COVID-19 によって 事 者の⽣活に⼤きな 担が
かかっていると らかにする。 主の ワークにより、業務や 時間が しているだ でなく、 事

者の⼦どもたちのリ ート授業への対 が難しくなっているという。さらに、COVID-19 により、 主の
状況が してしまい、その 果 者が解 され、 まいと ⼊を同時に失う 者がいる。しかしながら

な 的 が しないことを 題視した。 

 者からは Jala PRT の 的な活動に関する や、 の 者 との ⼒について、そして 主
の ⾒を る が多く がった。本セミナーは 定時間を⼤ に え、 況のうち しまれつつ閉会した。 

担当 よはな ⼀ ⼤学⼤学 後期課  
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後に同 は 成 に え、地 へのロビー活動や ド カシー活動を 的に う必要性を⽰
した。 は成 したが の運 や イドライン 定が進まない事例があるためである。地 、 ルで

の運 がスムー にいくことを、実 を通 て ピールすることが 果的であると た。 

 ディスカッ ントでもある は ングライ の を 、Jala PRT が 事 者 策定において
果たした 、COVID-19 による 事 者への影響を た。1 つ の に対し、 ングライ は、Jala 

PRT の事前調査を通 て、2004 年、 事 者に関する を し、その後も の へのロビ
ー活動を っていることを した。2 つ の には、COVID-19 によって 事 者の⽣活に⼤きな 担が
かかっていると らかにする。 主の ワークにより、業務や 時間が しているだ でなく、 事

者の⼦どもたちのリ ート授業への対 が難しくなっているという。さらに、COVID-19 により、 主の
状況が してしまい、その 果 者が解 され、 まいと ⼊を同時に失う 者がいる。しかしながら

な 的 が しないことを 題視した。 

 者からは Jala PRT の 的な活動に関する や、 の 者 との ⼒について、そして 主
の ⾒を る が多く がった。本セミナーは 定時間を⼤ に え、 況のうち しまれつつ閉会した。 

担当 よはな ⼀ ⼤学⼤学 後期課  
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（ の⼤学にお 国⼈⼥性 の ン 論 ジェンダーの ） 

時 2021 年 2 ⽉ 16 15:00~16:30 

会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

研究  

ダイ ン・ ーリー・ナ ト お茶の⽔⼥⼦⼤学教授  

Gender Matters Being a Foreign Academic in Japan 

リ ・オーリ ⼤学  
Identity Matters: Carrying the Burden of the Ascribed “Lesser” Identity 

会 ⼦ IGS 所⻑／お茶の⽔⼥⼦⼤学教授  

主催 ジェンダー研究所 

⾔ 同時通  

者数 101 名 

 

年、⼤学や⼤学教 という にお るジェンダー ップについての が である。しかし、そ
な中でも、外国 の⼥性教 が するイン ーセクショナルな 題が されることはまだ ない。本セミ
ナーでは、ダイ ン・ ーリー・ナ ト Foreign Female English Teachers in Japanese Higher Education

を題 に、 本の⼤学で を教える外国 ⼥性教 の 業的 イデン ィ ィ形成にまつわる 題を、当事
者の をもとに する。 

開催  

2021 年 2 ⽉ 16 IGS セミナー 本の⼤学にお る外国 ⼥性教 の イデン ィ理 ジ
ェンダーの 点から がオンライン開催された。ダイ ン・ ーリー・ナ ト お茶の⽔⼥⼦⼤学教授
とリ ・オーリ ⼤学 を に招き、 会は ⼦ IGS 所⻑が務めた。 

 ナ ト は、 教 のジェンダーと イデン ィ ィの研究に⻑きにわたり取り でいる。本セミナー
での研究 本の⼤学にお る外国 教 とジェンダー では、これまでに実施した研究プロジェクトを通

て、研究関 がどのように し、 新の研究成果である 2020 年 の Foreign Female English 

Teachers in Japanese Higher Education: Narratives From Our Quarter に ったかが られた。 

 ナ ト が同 の研究を開始したのは 2005 年ごろで、当初は、 にジェンダーを してはい
なかったという。しかし、⼤学の 教 を対 にしたイン ビ ー調査で らかになったのは、⼥性
たちが⼤学で 学を して教 になるという リ に、ジェンダーが⼤きく関 していたという
事実であった。1960〜80 年代に学⽣であった⼥性たちにとって、 学 は、 が ましいと思う お

的 で な進 だった。数学 などと って 性との しい を ち く必要はなく、
来 して 業主 になったのちも で⼦どもたち ⼿の 教 を開いたりできると、 たちは
を したのだった。 

 の研究プロジェクトでは、 本 の 者をもつ外国 ⼥性 教 を対 としたイン ビ ーを
実施した。その き取りからは、 ⼥たちの 業的 イデン ィ ィ形成には、ジェンダーと国 が重
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要な要 であることが浮き彫りになった。外国 であるために が不利であった や、 本の
イ ィ ・スピーカー主 が、 イデン ィ ィ形成に影響を えるのだ。続いて ⼥の外国
教 へのイン ビ ーによる ⼥⽐較の調査をしたことで、外国 ⼥性教 たちの への関 が

ますます⾼まってきた。そこで、 同研究者たちと取り だのが、外国 ⼥性教 の 的 り
autographical narrative を するというプロジェクトである。 

 このプロジェクトには、国 、 、性的 イデン ィ ィ、年 、 形態、 の など、
多 なバックグラウンドを った 23 名の 者が し、それ れが ークな りを している。
ナ ト は、 的 りは、学 研究の では⽐較的新しい⼿ であると した。これには、研
究者がイン ビ ー内容を解 したり したりするのではなく、 者が の⾔ で のストー
リーを るという がある。利点としては、 業的 イデン ィ ィの形成過 や についてより

い理解をもたらすこと、 者にとって 的な の となること、そして、⼀ 者にと
っても りやすく 的な研究成果を できることがあるという。そうした利点は、続いて登壇した
オーリ の研究 からも⾒て取れる。 

 オーリ はナ ト のプロジェクトの 者の とりである。 イデン ィ ィの重要性 等
イデン ィ ィとされる重 を って と題する研究 では、この の を に、 々 が

の イデン ィ ィについて えることを通 て することの を いた。 

 オーリ の 業的 イデン ィ ィの中で⼤きな 置を めているのは、 を す外国 であること
と ⼥性 であることであるが、 つのカ リーはその 以上の 性をはら でいる。オーリ は、
本にお る を す外国 には による があることを、 教 としての就 活動を通 て実感
したという。 学教 などで期待される イ ィ ・スピーカー には、 であることも に ま
れている。インド のオーリ は を す外国 でありながら、それだ では ではないと さ
れることを、 等 lesser イデン ィ ィという⾔ で した。 

 ⼥性であることも、 性と同 ように るか、という の前 がある中では 等 の イ
デン ィ ィとなる。例え 、 の多くの⼥性が するように、オーリ も、 の際に、⼦ど
もを つ 定はあるかと されたという。 性への では 題にならないと思われるこの に、

的に ない と えてしまったことについて、オーリ は プロらしくない と思われたくなかっ
たのだと り る。これは、⼥性であるという 等 の イデン ィ ィが重 となっていることの

れとも⾔える。 

 私たちは、 のうちに イデン ィ ィに られている。 イデン ィ ィは、 りが をど
う⾒るかと、 は をどう⾒るかが まって形成され、それがどのような 動をとるかの動機、理

、 となったりする。オーリ は、このような の について してみることが⼤ だと
調した。 とり とりが イデン ィ ィについて し、その イデン ィ ィが つ や

について すること、そしてまたそれについて ることは、より 等で な 会の構 に
つながるのではないかとの⽰ もなされた。 

 2 つの を通 て、 本の⼤学の外国 ⼥性 教 をめ る状況について ると同時に、 的
りという研究⼿ や、 イデン ィ ィ研究の についても理解を めることができた。 ⼦⾼
やグローバル を にダイバーシ ィの 進が められている昨今、 な 会の実 に て、
イデン ィ ィについての理解や は今後⼀ 重要になっていくだろう。 

担当 IGS 任リ ー フェロー  
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とリ ・オーリ ⼤学 を に招き、 会は ⼦ IGS 所⻑が務めた。 

 ナ ト は、 教 のジェンダーと イデン ィ ィの研究に⻑きにわたり取り でいる。本セミナー
での研究 本の⼤学にお る外国 教 とジェンダー では、これまでに実施した研究プロジェクトを通

て、研究関 がどのように し、 新の研究成果である 2020 年 の Foreign Female English 

Teachers in Japanese Higher Education: Narratives From Our Quarter に ったかが られた。 

 ナ ト が同 の研究を開始したのは 2005 年ごろで、当初は、 にジェンダーを してはい
なかったという。しかし、⼤学の 教 を対 にしたイン ビ ー調査で らかになったのは、⼥性
たちが⼤学で 学を して教 になるという リ に、ジェンダーが⼤きく関 していたという
事実であった。1960〜80 年代に学⽣であった⼥性たちにとって、 学 は、 が ましいと思う お

的 で な進 だった。数学 などと って 性との しい を ち く必要はなく、
来 して 業主 になったのちも で⼦どもたち ⼿の 教 を開いたりできると、 たちは
を したのだった。 

 の研究プロジェクトでは、 本 の 者をもつ外国 ⼥性 教 を対 としたイン ビ ーを
実施した。その き取りからは、 ⼥たちの 業的 イデン ィ ィ形成には、ジェンダーと国 が重

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

要な要 であることが浮き彫りになった。外国 であるために が不利であった や、 本の
イ ィ ・スピーカー主 が、 イデン ィ ィ形成に影響を えるのだ。続いて ⼥の外国
教 へのイン ビ ーによる ⼥⽐較の調査をしたことで、外国 ⼥性教 たちの への関 が

ますます⾼まってきた。そこで、 同研究者たちと取り だのが、外国 ⼥性教 の 的 り
autographical narrative を するというプロジェクトである。 

 このプロジェクトには、国 、 、性的 イデン ィ ィ、年 、 形態、 の など、
多 なバックグラウンドを った 23 名の 者が し、それ れが ークな りを している。
ナ ト は、 的 りは、学 研究の では⽐較的新しい⼿ であると した。これには、研
究者がイン ビ ー内容を解 したり したりするのではなく、 者が の⾔ で のストー
リーを るという がある。利点としては、 業的 イデン ィ ィの形成過 や についてより

い理解をもたらすこと、 者にとって 的な の となること、そして、⼀ 者にと
っても りやすく 的な研究成果を できることがあるという。そうした利点は、続いて登壇した
オーリ の研究 からも⾒て取れる。 

 オーリ はナ ト のプロジェクトの 者の とりである。 イデン ィ ィの重要性 等
イデン ィ ィとされる重 を って と題する研究 では、この の を に、 々 が

の イデン ィ ィについて えることを通 て することの を いた。 

 オーリ の 業的 イデン ィ ィの中で⼤きな 置を めているのは、 を す外国 であること
と ⼥性 であることであるが、 つのカ リーはその 以上の 性をはら でいる。オーリ は、
本にお る を す外国 には による があることを、 教 としての就 活動を通 て実感
したという。 学教 などで期待される イ ィ ・スピーカー には、 であることも に ま
れている。インド のオーリ は を す外国 でありながら、それだ では ではないと さ
れることを、 等 lesser イデン ィ ィという⾔ で した。 

 ⼥性であることも、 性と同 ように るか、という の前 がある中では 等 の イ
デン ィ ィとなる。例え 、 の多くの⼥性が するように、オーリ も、 の際に、⼦ど
もを つ 定はあるかと されたという。 性への では 題にならないと思われるこの に、

的に ない と えてしまったことについて、オーリ は プロらしくない と思われたくなかっ
たのだと り る。これは、⼥性であるという 等 の イデン ィ ィが重 となっていることの

れとも⾔える。 

 私たちは、 のうちに イデン ィ ィに られている。 イデン ィ ィは、 りが をど
う⾒るかと、 は をどう⾒るかが まって形成され、それがどのような 動をとるかの動機、理

、 となったりする。オーリ は、このような の について してみることが⼤ だと
調した。 とり とりが イデン ィ ィについて し、その イデン ィ ィが つ や

について すること、そしてまたそれについて ることは、より 等で な 会の構 に
つながるのではないかとの⽰ もなされた。 

 2 つの を通 て、 本の⼤学の外国 ⼥性 教 をめ る状況について ると同時に、 的
りという研究⼿ や、 イデン ィ ィ研究の についても理解を めることができた。 ⼦⾼
やグローバル を にダイバーシ ィの 進が められている昨今、 な 会の実 に て、
イデン ィ ィについての理解や は今後⼀ 重要になっていくだろう。 

担当 IGS 任リ ー フェロー  
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▶ 2020 年度 研究 ────────────────── 

研究  
研究 研究  

 

時 2021 年 3 ⽉ 11 ⽊ 14:00〜16:00 

会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

申 IGS 教授  

 

実 ⼥⼦⼤学 教授  

・ 事 の 場 はジェンダー 等を実 するか  

佐 ⼦ ⼤学 任  

⻑ 会にお る⼥性の 動 理、 、
運 ) 本 業 会調査からの  

コ ント  

⼦ IGS 所⻑  

会 IGS 任リ ー フェロー  

主催 ジェンダー研究所 

者数 26 名 

 

 

お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所では、当研究所の研究 ⼒ に対して 期間中に の研究
も 、研究 することを 務 ている。2020 年度は 2 名が当研究所の研究 ⼒ として研究活

動を い、その研究内容を主に学内研究者に向 て する IGS 研究 ⼒ 研究 会を 2021 年 3 ⽉
11 に開催した。1 の 者の は ・ 事 の ービスの 場 がジェンダー 等を
実 するかを ー に し、2 の 者の佐 ⼦は 本の⻑ 会にお る⼥性の 動を

ー に した。 

開催  

2020 年度、お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所には、 と佐 ⼦が研究 ⼒ として
した 本 132 。ジェンダー研究所は 期間中に の研究 も 、研究 する
ことを 務 ているが、この 2 の研究 ⼒ が、2021 年 3 ⽉ 11 にオンラインで、主に学内研究
者に向 て の研究についてそれ れ した。そして、 者とともに 2 の研究 ー につい
て した。 

 1 の 者の は ・ 事 の 場 はジェンダー 等を実 するか という イ
トルで した。 ・ 事 の はジェンダー 等の主要課題であるが、今ではこれらが

場 された ービス となり、これらを ⼊するという新 主 的な解決が主流になりつつあ 
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る。しかし、世 の ⼊によってこうした ービスの ⼒の を⽣み、 ービスの ⼊が難
しい 所 世 では、かつてよりも や 事 が への 担となってきている。 に⼥性がそ
れらを担う傾向が いことから、⼥性間の や⼥性 者の にもつながっている。 の中
では 外国の や 事 に対する と 場 の 状を し、 にスウェーデンでは 事

ービス ⼊への が実施されるようになり、 や において同 の ー を ちな
がらも、 ⼊によって利 できる ービスが なるため、世 ⼊の による や 事の や
に が こっている 状を した。 本の 度など ・ 事の 場 策も、国 の

もが や 事 の ービスを利 できるように されている 度ではないため、 間や
⼥の間の をさらに広げることになり、 度 に 題があると た。 

 2 の 者の佐 ⼦は、 ⻑ 会にお る⼥性の 動 理、 、 運
本 業 会調査からの という ー で した。⻑ 会において、⼥性の

は 性に⽐ て 6 年⻑く、それは⼥性のほうがより 的 が必要であること
を している。そのため⼥性 らの 理は重要であり、佐 は⼥性の 動 理、

、 運 について、 本 業 会 に関する 国調査 2018 年 から を
みた。佐 は 動の ⼥ の要 や を必要と思う と思わない の いは かに 点を
あて、⼥性のほうが 教育を る が なく、 リ ラシーも 性よりも る傾向があるこ
とや、さらには、⼥性のほうが 運 などでリスクを る傾向がみられることが 々な研究 果
で指 されていることを した。その上で佐 は、 ⼥ よりも しろ、 であるか⾮

であるかなどの 形態のほうが、 運 や 理の により影響を ぼすのではないか
と た。そして、早い時期から 教育等を 学 教育の中で 教育を うことが、 々や
国の 来により利 をもたらす可能性があることに⾔ した。 

 からの⾮常に い ー とそれに関 する 題 に、 者の間からも 々な やコ
ントがあがり、⾮常に のある を 開することができた。そして 後にジェンダー研究所所

⻑である ⼦教授より 会についての の⾔ が られ、2 時間の 会が閉会した。 

担当 IGS 任リ ー フェロー  
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も 、研究 することを 務 ている。2020 年度は 2 名が当研究所の研究 ⼒ として研究活

動を い、その研究内容を主に学内研究者に向 て する IGS 研究 ⼒ 研究 会を 2021 年 3 ⽉
11 に開催した。1 の 者の は ・ 事 の ービスの 場 がジェンダー 等を
実 するかを ー に し、2 の 者の佐 ⼦は 本の⻑ 会にお る⼥性の 動を

ー に した。 

開催  

2020 年度、お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所には、 と佐 ⼦が研究 ⼒ として
した 本 130 。ジェンダー研究所は 期間中に の研究 も 、研究 する
ことを 務 ているが、この 2 の研究 ⼒ が、2021 年 3 ⽉ 11 にオンラインで、主に学内研究
者に向 て の研究についてそれ れ した。そして、 者とともに 2 の研究 ー につい
て した。 

 1 の 者の は ・ 事 の 場 はジェンダー 等を実 するか という イ
トルで した。 ・ 事 の はジェンダー 等の主要課題であるが、今ではこれらが

場 された ービス となり、これらを ⼊するという新 主 的な解決が主流になりつつあ 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。しかし、世 の ⼊によってこうした ービスの ⼒の を⽣み、 ービスの ⼊が難
しい 所 世 では、かつてよりも や 事 が への 担となってきている。 に⼥性がそ
れらを担う傾向が いことから、⼥性間の や⼥性 者の にもつながっている。 の中
では 外国の や 事 に対する と 場 の 状を し、 にスウェーデンでは 事

ービス ⼊への が実施されるようになり、 や において同 の ー を ちな
がらも、 ⼊によって利 できる ービスが なるため、世 ⼊の による や 事の や
に が こっている 状を した。 本の 度など ・ 事の 場 策も、国 の

もが や 事 の ービスを利 できるように されている 度ではないため、 間や
⼥の間の をさらに広げることになり、 度 に 題があると た。 

 2 の 者の佐 ⼦は、 ⻑ 会にお る⼥性の 動 理、 、 運
本 業 会調査からの という ー で した。⻑ 会において、⼥性の

は 性に⽐ て 6 年⻑く、それは⼥性のほうがより 的 が必要であること
を している。そのため⼥性 らの 理は重要であり、佐 は⼥性の 動 理、

、 運 について、 本 業 会 に関する 国調査 2018 年 から を
みた。佐 は 動の ⼥ の要 や を必要と思う と思わない の いは かに 点を
あて、⼥性のほうが 教育を る が なく、 リ ラシーも 性よりも る傾向があるこ
とや、さらには、⼥性のほうが 運 などでリスクを る傾向がみられることが 々な研究 果
で指 されていることを した。その上で佐 は、 ⼥ よりも しろ、 であるか⾮

であるかなどの 形態のほうが、 運 や 理の により影響を ぼすのではないか
と た。そして、早い時期から 教育等を 学 教育の中で 教育を うことが、 々や
国の 来により利 をもたらす可能性があることに⾔ した。 

 からの⾮常に い ー とそれに関 する 題 に、 者の間からも 々な やコ
ントがあがり、⾮常に のある を 開することができた。そして 後にジェンダー研究所所

⻑である ⼦教授より 会についての の⾔ が られ、2 時間の 会が閉会した。 

担当 IGS 任リ ー フェロー  
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招聘教授 
プロジェクト 

 

2020 年度 招聘教授 
プロジェクト 要 

 

国 ン ジ ー 

 

▶ 2020 年度 ン ───────────────────── 

ン  

ジ  
研究  

 

時 2020 年 11 ⽉ 8 15:00〜17:00 

会場 オンライン開催 Zoom ウェビナー  

⽯井クンツ昌⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学名誉教授  

主催 ⽯井 ⽣ 会 

催 ジェンダー研究所 

関 ⽣活 会 学研究 27  

 

 

開催  

前ジェンダー研究所⻑である⽯井クンツ昌⼦名誉教授の の がオンライン開催され、
300 名を える聴衆が した。当初は 3 ⽉に本学を会場にしての開催を 定していたが、新型コロナ
ウィルス感染症の影響により 期となり、実施形態をオンラインに して 11 ⽉開催の運びとなった。 

⽯井教授は 2006 年 4 ⽉の本学教授 就任以来 14 年間にわたり、教育、研究、⼤学運 において ⼒
され、⼤学の国際 、ジェンダー研究の 進にも⼒を がれた。 は、 が する ポジ ィ

会学 とは かの解 に始まり、 リカおよび 本での研究・教育⽣活を り り、 後は、
者への ッセージで めくくられた。 私のこれまでの ⽣がそうであったように、 にはやは

りご のさま まな を⼤ になさり、そこから⽣まれてくる ちや学 や 事に対する
ーションを⼤事にしていただきたいと思います。 という⾔ は、とりわ 会 を て⼤学 で
の研究⽣活に⼊った ⽣たちの に響くものであろう。 

オンライン開催ではあったが、 の場には 会を構成する⽯井研修 ⽣が集まり、
の かな交流の ⼦が 間⾒られる場 もあった。 

および⽯井名誉教授の と業 ⼀ は、本学⽣活 会 学研究会が する ⽣活 会
学研究 27 2021 年 2 ⽉ 16 に されており、本学リポジトリ TeaPot でオンライ

ン 開されている http://www.lib.ocha.ac.jp/oab/42seikatsu/2021-02-16.html 。 

 

 

▶ 2020 年度 ン ───────────────────── 

ン  

ジ  
研究  

 

時 年 ⽉ 〜  

会場 オンライン開催 ウェビナー  

⽯井クンツ昌⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学名誉教授  

主催 ⽯井 ⽣ 会 

催 ジェンダー研究所 

関 ⽣活 会 学研究  

 

 

開催  

前ジェンダー研究所⻑である⽯井クンツ昌⼦名誉教授の の がオンライン開催され、
名を える聴衆が した。当初は ⽉に本学を会場にしての開催を 定していたが、新型コロナ

ウィルス感染症の影響により 期となり、実施形態をオンラインに して ⽉開催の運びとなった。 

⽯井教授は 年 ⽉の本学教授 就任以来 年間にわたり、教育、研究、⼤学運 において ⼒
され、⼤学の国際 、ジェンダー研究の 進にも⼒を がれた。 は、 が する ポジ ィ

会学 とは かの解 に始まり、 リカおよび 本での研究・教育⽣活を り り、 後は、
者への ッセージで めくくられた。 私のこれまでの ⽣がそうであったように、 にはやは

りご のさま まな を⼤ になさり、そこから⽣まれてくる ちや学 や 事に対する
ーションを⼤事にしていただきたいと思います。 という⾔ は、とりわ 会 を て⼤学 で
の研究⽣活に⼊った ⽣たちの に響くものであろう。 

オンライン開催ではあったが、 の場には 会を構成する⽯井研修 ⽣が集まり、
の かな交流の ⼦が 間⾒られる場 もあった。 

および⽯井名誉教授の と業 ⼀ は、本学⽣活 会 学研究会が する ⽣活 会
学研究 年 ⽉ に されており、本学リポジトリ でオンライ

ン 開されている 。 
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